
子どもの心と体を支えるために

安心して通える

公開講座
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お問い合わせ

鈴鹿大学
〒510-0298　鈴鹿市郡山町663-222 申込は

こちらから

対象者：一般/定員20名

講師：市川　理恵子

講師：鈴木　捺津美

各講座：受講料 500円

講師：水野　友美

対象者：乳幼児を持つ保護者/定員10名

対象者：一般/定員20名

※生後4～5か月頃までの乳児は、やむを得ない場合に限り同伴可能です。

時間：10：00～11：30

（こども教育学部 助教）

（こども教育学部 特任准教授）

（こども教育学部 助教）


